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かヘプタン酸のオオミジンコ（動助加8倣8刀3）に対する

繁殖阻害試験
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供試生物

暴露期間　：

試験濃度
　（設定値）

試験液量

連　　　　数

供試生物数

試験温度　：

照　　　　明

分　析　法

OECD化学品テストガイドラインNo，211「オオミジンコ繁殖

試験」　（1998年）

半止水式（毎日試験液の全量を交換）

水面をテフロンシートで被覆

オオミジンコ（〃8P吻招灘8刀8）

21日間

対照区，　5．0，10．0，20．0，40．0，80．O　mg／L

（公比：2．0）

80mL／容器

10容器／試験区

10頭／試験区（1頭／容器）

20±1℃

室内光，16時間明（8001ux以下）／8時間暗

ガスクロマトグラフィー（GC）
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試　験　結　果　：

1）試験液中の被験物質濃度

　　　試験液の分析の結果，測定値の設定値に対する割合が，±20％を越える値があったため，

　結果の算出には測定値の時間加重平均を用いた。被験物質は水に対してやや難溶で（水溶解

　度2410mg／L），異臭性があり，水系からやや気散する性状を持つこと，また，生分解を受け

　た可能性もあることから，濃度が減少したと判断した。なお，被験物質は酸性であり高濃度

　側ほど水中のp　Hが低下した。

2）21日間暴露後の結果

（mg／L） 95％信頼区間（皿g／L）

親ミジンコの半数致死濃度（LC50）

50％繁殖阻害濃度（EC50）

最大無作用濃度（NOEC）

最小作用濃度（LOEC〉

52．2

46．8

17．9

40．3

40．3～77．8

43．7～65．3
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